
第
六
回 

「ま
ち
づ
く
り
愛
川
・俳
句
大
会
」 

投
句
状
況 

※
「
ま
ち
づ
く
り
愛
川
・
俳
句
大
会
」
実
行
委
員
会
で
は
、
投
句
箱
に
よ
る
投
句
（
応
募
）
を
随
時
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。
ま
た
平
成
二
十
九
年
度
か
ら
、
次
の
四
期
に
分
け
て
、
本
Ｈ
Ｐ
内
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
選
句
委
員
に
よ
る
「
奨
励
選
句
」
の
紹
介
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。 

 
①
春
期
（
二
・
三
・
四
月
） 

 
 

奨
励
選
句
の
紹
介
は
五
月 

②
夏
期
（
五
・
六
・
七
月
） 

 
 

奨
励
選
句
の
紹
介
は
八
月 

③
秋
期
（
八
・
九
・
十
月
） 

 
 

奨
励
選
句
の
紹
介
は
十
一
月 

④
冬
期
（
十
一
・
十
二
・
一
月
） 

奨
励
選
句
の
紹
介
は
二
月 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以
上
、
当
季
雑
詠
と
す
る
。 

※
な
お
、
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
熟
慮
し
、
第
六
回
大
会
の
投
句
締
め
切
り
を
一
年
間
延
長
し
、
令
和
四
年
十
一
月

三
十
日
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
表
彰
式
は
、
令
和
五
年
三
月
上
旬
の
午
後
に
開
催
の
予
定

で
、
執
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
理
解
願
い
ま
す
。
（
決
定
し
だ
い
、
後
日
明
記
し
ま
す
。
） 

「
奨
励
選
句
」
さ
れ
た
句
も
対
象
に
な
り
ま
す
（
入
選
は
、
一
人
に
つ
き
一
句
）
。
尚
、
表
彰
式
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
拡
大
の
防
止
を
考
慮
し
、
実
施
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
承
知
お
き
く
だ
さ
い
。 

※
こ
こ
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
く
句
は

、
令
和
三
年
度
分

、
及
び
四
年
度
分
に
お
け
る
選
句
対
象
と
な
り
ま
す

。

 

☆
印
は

、
委
員
に
よ
る
「

奨
励
選
句

」
。
尚

、
選
者
に
よ
り

、
添
削
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
場
合
も
あ
り

ま
す

。
ど
う
ぞ

、
ご
了
承
願
い
ま
す

。
ま
た
諸
事
情
に
よ
り

、
小
・
中
学
生
の
記
名
に
つ
い
て
は
未
記
載
と

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

。
併
せ
て
ご
理
解
く
だ
さ
い

。 

〈

冬
期 

及
び 

春
期

〉（
投
句
期
間 

令
和
二
年
十
一
月
～
令
和
三
年
四
月

） 

【 

小
学
生
の
部 

】
・
【 

中
学
生
の
部 

】
・
【 

一
般
の
部 

】 
 

（
※
各
部
と
も
投
句
無
し
。
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
も
の
と
想
わ
れ
る
。
） 

〈

夏
期

〉（
投
句
期
間 

令
和
三
年
五
月
～ 

同
年
七
月

） 

【 

小
学
生
の
部 

】
・
【 

中
学
生
の
部 

】 

と
も
に
投
句
無
し
。 

【 

一
般
の
部 

】 

☆
奨
励
選
句
３
句 

･

中
津
の
里
ど
こ
を
切
っ
て
も
中
津
の
里 

 
 
 
 

（
相
模
原
市
緑
区 

 
 

栗
田 

知
英 

様
） 

・
行
く
春
は
始
ま
る
希
望
入
社
式 

 
 
 
 
 
 

 

（
愛
川
町
半
原 

 
 
 

加
藤 

一
平 

様
） 

・
朝
夕
に
雫
の
ふ
と
る
木
の
芽
か
な 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

） 



☆
畑
染
め
る
踊
子
草
が
踊
り
出
す 

 
 
 
 
 
 

 

（
厚
木
市
下
川
入 

 
 

飯
田 

茂 
 

様
） 

・
田
水
張
り
逆
さ
大
山
映
す
頃 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

） 

・
川
渡
る
声
援
の
声
草
野
球 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

） 
・
花
曇
柿
の
実
性

み
し
ょ
う

の
せ
い
く
ら
べ 

 
 
 
 
 
 

 

（
愛
川
町
中
津 

 
 
 

川
端 

三
枝
子
様
） 

・
絹
の
里
愛
川
に
住
み
半
世
紀 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

） 

・
浮
雲

う
き
ぐ
も

の
丸
や
三
角
花
辛
夷

こ

ぶ

し 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
厚
木
市
山
際 

 
 
 

森
田 

陽
子 

様
） 

・
足
跡
の
薄
く
残
る
や
山
葵
沢

わ
さ
び
ざ
わ 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

） 

〈

秋
期

〉（
投
句
期
間 

令
和
三
年
八
月
～ 

同
年
十
月

） 

※
こ
の
期
間
に
投
句
さ
れ
た
句
を
記
載 

【 

小
学
生
の
部 

】 

☆
は
該
当
句
な
し 

・
カ
ブ
ト
ム
シ
よ
ん
だ
よ
ん
だ
よ
し
ん
ぶ
ん
し 

 

・
し
た
い
よ
ね
ロ
ン
イ
ン
ク
ラ
フ
ト
わ
た
る
く
ん 

・
ひ
の
も
と
や
は
い
り
ぐ
ち
か
ら
さ
く
ら
か
な 

 

・
ぶ
ら
ん
こ
や
さ
く
ら
の
は
な
を
も
ち
な
が
ら 

 
 

（
※
以
上
４
句
は
、
同
一
の
児
の
作
品
。
） 

・
あ
い
か
わ
の
み
ど
り
ゆ
た
か
な
ま
ち
が
好
き 

・
し
ず
か
だ
な
森
に
し
み
入
る
せ
み
の
こ
え 

 
 

・
川
の
音
さ
ら
さ
ら
な
が
れ
る
水
の
音 

・
夜
の
中
コ
オ
ロ
ギ
の
声
し
ず
か
だ
な 

 
 
 
 
 
 

（
※
以
上
３
句
は
、
同
一
の
児
の
作
品
。
） 

 
 
 

・
虫
さ
が
し
い
ろ
ん
な
虫
を
見
つ
け
た
よ 

 
 
 

・
虫
さ
が
し
い
ろ
ん
な
虫
を
つ
か
ま
え
た 

 
 
 
 
 

（
※
以
上
２
句
は
、
同
一
の
児
の
作
品
。
） 

・
あ
い
か
わ
で
お
さ
ら
を
つ
く
っ
て
た
の
し
い
な 

 

・
あ
い
か
わ
で
ど
ん
ぐ
り
み
つ
け
あ
そ
ん
だ
よ  

 

・
カ
ブ
ト
虫
じ
ゅ
え
き
を
食
べ
て
元
気
だ
ね 

【 

中
学
生
の
部 

】 

☆
は
、
該
当
句
な
し 

・
愛
川
の
千
代
重
ね
成
る
桜
か
な 

【 

一
般
の
部 

】 

☆
か
な
か
な
や
木
に
括
ら
る
る
金
梯
子 

 
 
 
 

 

（
厚
木
市
山
際 

 
 
 

森
田 

陽
子 

様 

） 

・
山
裂
け
し
あ
と
の
月
日
や
鰯
雲 

 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
秋
の
日
や
柿
食
む
猿
と
目
が
合
う
て 

 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
あ
さ
が
お
に
手
す
り
と
ら
れ
て
む
す
こ
の
手 

 
 

（
愛
川
町
中
津 

 
 
 

阿
部 

秀
昭 

様 

） 

・
七
夕
や
二
人
の
境
界
愛
の
川 

 
 
 
 
 
 
 

（
東
京
都
あ
き
る
の
市 

あ
ら
き
と
も
や
す
様
） 

・
つ
ゆ
の
雨
じ
め
じ
め
し
て
て
か
っ
た
る
い 

 
 

（
相
模
原
市
南
区 

 
 

鈴
木 

遥
佳 

様 

） 

・
夏
ま
つ
り
今
年
も
無
く
て
か
な
し
い
な 

 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

） 



・
つ
ゆ
あ
け
は
暑
い
日
が
来
て
い
や
に
な
る 

 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 

 

） 

・
愛
川
の
自
然
豊
か
な
夏
の
空 

 
 
 
 
 
 
 

（
愛
川
町
中
津 

 
 

吉
浦 

有
祐 

様 

） 

・
コ
ロ
ナ
禍
で
服
部
牧
場
馬
乗
れ
ず 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 

 

） 
・
蘇
る
愛
川
歴
史
夏
の
音 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 

 

） 

・
子
ら
の
追
ふ
高
く
た
か
く
へ
赤
蜻
蛉 

 
 
 
 

（
清
川
村
煤
ケ
谷 

 

柳
川 

美
津
江
様 

） 

・
朝
霧
や
鹿
の
親
子
を
消
し
て
を
り 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
七
色
の
落
葉
踏
み
ふ
み
風
の
丘 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
初
秋
を
曾
孫
誕
生
リ
モ
ー
ト
で 

 
 
 
 
 
 

（
愛
川
町
中
津 

 
 

森
田 

京
子 

様 

） 

・
危
機
感
の
そ
の
裏
側
を
夏
五
輪 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
蝉
し
ぐ
れ
そ
の
日
暮
ら
し
に
生
か
さ
れ
て 

 
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

 

） 

（
※
右
の
３
句
は
、
９
月
末
に
投
句
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
こ
に
記
載
） 

・
滝
音
に
映
え
て
深
き
へ
散
る
楓 

 
 
 
 
 
 

（
海
老
名
市
国
分
南 

 

東
郷 

満
明
様 

） 

・
残
暑
濃
く
抜
け
殻
集
う
大
欅 

 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 

  

） 

・
滝
唸
り
山
肌
惑
い
紅
ま
と
い 

 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 

  

） 

・
あ
め
ん
ぼ
う
ひ
と
つ
に
水
輪
ひ
と
つ
湧
く 

 
 

（
厚
木
市
鳶
尾 

 
 
 

矢
下 
育
子
様 

） 

・
山
の
端
に
た
た
ま
れ
て
ゆ
く
大
夕
焼 

 
 
 
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
風
鈴
の
風
の
機
嫌
を
伝
へ
け
り 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 

  
 

） 

・
己
が
影
の
愛
し
く
見
ゆ
る
星
月
夜 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 

  

） 

☆
背
負
子
か
ら
小
さ
き
足
出
る
花
野
か
な 

 
 
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
も
み
ぢ
降
る
湖
底
の
村
へ
届
く
ほ
ど 

 
 
 
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

 

） 

（
※
右
の
六
句
は
十
一
月
に
ま
と
め
て
投
句
さ
れ
た
も
の
。
後
半
の
句
は
、 

秋
の
時
期
の
作
句
と
想
わ
れ
る
の
で
、
こ
こ
に
記
載
。
） 

〈

冬
期

〉（
投
句
期
間 

令
和
三
年
十
一
月
～ 

令
和
四
年
一
月

） 

【 

小
学
生
の
部 

】 

・
か
わ
せ
み
よ
と
て
も
き
れ
い
な
青
い
ろ
だ 

 
 

・
冬
の
雪
ど
う
し
て
そ
ん
な
に
寒
い
の
か 

 
 
 
 

（
※
右
の
２
句
は
同
一
の
方
の
作
。
他
に
川
柳
と
思
わ
れ
る
も
の
が
４
句
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
未
記
載
） 

・
冬
の
朝
ふ
と
ん
か
ぶ
っ
て
寒
さ
な
し 

 
 
 
 

・
び
っ
く
り
だ
上
か
ら
見
た
ら
き
れ
い
す
ぎ 

（
※
以
上
２
句
は
、
同
一
の
方
の
作
） 

 
 
 

 

・
橋
の
下
ダ
ム
の
中
に
は
水
の
青 



・
愛
川
の
ふ
ん
す
い
近
く
虹
か
か
る 

 
 
 
 
 

・
昔
は
ね
戦
争
を
し
た
怖
か
っ
た 

 
 

 

☆
あ
い
か
わ
町
１
２
じ
１
８
ぷ
ん
雪 

【 
中
学
生
の
部 

】 

☆
該
当
句
な
し 

 
 

・
寒
い
け
ど
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が
ん
ば
る
ぞ 

 
 

・
風
の
谷
そ
こ
に
い
る
虎
な
に
も
の
だ 

 
 
 
 

 

（
※
右
の
２
句
は
、
同
一
の
方
の
作
） 

【 

一
般
の
部 

】 
 

・
新
緑
へ
吸
い
込
ま
れ
ゆ
く
し
ゃ
ぼ
ん
だ
玉 

 
 

（
愛
川
町
半
原  

 
 

武
川 

多
恵 

様 
 

） 

・
噛
ら
れ
し
土
筆 

姿
な
し
美
食
家 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 

 
 

） 

・
背
を
反
り
し
目
が
合
う
月
と
女
子
ト
ー
ク 

 
 
 

（ 
 
 
 

 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

 

） 

（
※
右
の
３
句
は
、
十
一
月
末
に
投
句
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
こ
に
記
載
） 

・
ダ
ム
湖
よ
り
遙
か
な
る
塔
秋
澄
め
り 

 
 
 

 
 

（
清
川
村
煤
ケ
谷 

 
 

柳
川 

美
津
江 

様 

） 

・
綿
吹
く
や
嫁
入
り
布
団
半
世
紀 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右  
 
 
 
 
 

 

） 

☆
秋
の
雲
ふ
は
り
乗
れ
そ
う
子
の
町
へ 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 

  
 

） 

・
コ
ウ
ロ
ギ
の
中
に
コ
オ
ロ
ギ
が
い
た 

 
 
 
 

（
東
京
都
八
王
子
市 

 
古
山 

大 
 

様 

） 

（
※
右
の
方
は
、
他
に
２
句
の
投
句
あ
り
。
川
柳
と
思
わ
れ
る
た
め
、
こ
こ
で
は
未
記
載
） 

・
秋
し
ぐ
れ
柿
の
青
さ
が
目
に
し
み
入
る 

 
 
 

（
愛
川
町
半
原 

 
 
 

ウ
チ
ダ 

 
 

様 

） 

･

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
れ
ど
こ
だ
ろ
う
せ
っ
け
ん
は 

 
 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
赤
き
実
を
口
に
ほ
う
ば
る
猿
を
見
る 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
日
光
に
負
け
ぬ
紅
葉
あ
い
か
わ
町 

 
 
 
 
 

（
東
京
都
世
田
区 

 
 

永
倉 

秀
幸 

様 

） 

・
お
み
く
じ
を
引
い
て
満
足
五
歳
児
か 

 
 
 
 

（
伊
勢
原
市 

 
 
 
 

杉
山 

順
一 

様
） 

☆
新
春
の
く
じ
ひ
ら
い
て
は
全
て
吉 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
お
み
く
じ
は
全
て
吉
だ
よ
小
学
生 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
冬
の
ダ
ム
静
か
で
何
も
み
つ
か
ら
な
い 

 
 
 

（
伊
勢
原
市 

 
 
 
 

杉
山 

い
ず
み
様
） 

・
イ
ン
ク
ラ
イ
ン
寒
く
て
ガ
タ
ガ
タ
ふ
る
え
て
る 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
愛
川
の
愛
変
わ
ら
ず
の
美
し
さ 

 
 
 
 
 
 

（
府
中
市 

 
 
 
 
 

内
田 

浩
一
様 

） 

〈

春
期

〉（
投
句
期
間 

令
和
四
年
二
月
～ 

令
和
四
年
四
月

） 

【 

小
学
生
の
部 

】 

 
 

・
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
桜
ま
い
ち
る
公
園
で 

 
 
 
 

・
川
の
音
ほ
た
る
ひ
か
り
て
朝
が
く
る 



・
桜
ま
う
春
の
お
と
ず
れ
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ 

 
 
 
 
 
 
 

(

※
以
上
３
句
は
、
同
一
の
児
の
作) 

・
う
れ
し
い
な
愛
川
町
の
ま
ち
づ
く
り 

 
 
 
 
 

・
お
花
見
だ
花
び
ら
ち
る
よ
キ
レ
イ
だ
な 

・
愛
川
は
桜
が
す
ご
く
き
れ
い
だ
な 

 
 
 
 
 
 

・
愛
川
は
ア
ユ
が
い
っ
ぱ
い
と
れ
る
場
所 

(

※
以
上
２
句
は
、
同
一
の
方
の
作) 

 
 
 

・
カ
ブ
ト
ム
シ
ぶ
ん
ぶ
ん
と
ぶ
よ
夏
の
虫 

 
 
 
 

・
ミ
ツ
バ
チ
が
野
原
を
と
ぶ
よ
ブ
ン
ブ
ン
と 

☆
カ
マ
キ
リ
が
野
原
の
上
で
か
く
れ
る
よ 

 
 
 
 
 

(

※
以
上
３
句
は
、
同
一
の
方
の
作) 

・
春
の
花
陽
に
照
ら
さ
れ
て
光
っ
て
る 

 
 
 
 
 

・
た
く
さ
ん
の
花
が
ゆ
た
か
な
台
地
だ
ね 

 
 
 
 

 

【 

中
学
生
の
部 

】 
 

 
 

・
学
校
前
新
入
生
待
ち
桜
咲
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

・
雪
降
り
て
地
面
が
白
く
輝
け
り 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

※
以
上
２
句
は
、
同
一
の
方
の
作) 

 
 

・
ホ
ー
ホ
ケ
キ
ョ
と
鳴
く
う
ぐ
い
す
の
寂
寞
な
声 

 
・
蛙
は
鳴
く
鳴
か
ぬ
虫
は
何
を
言
う
か
な 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(

※
以
上
２
句
は
、
同
一
の
方
の
作) 

【 

一
般
の
部 

】 

・
目
薬
の
一
滴
ご
と
の
芽
吹
き
か
な 

 
 
 
 
 

（
清
川
村
煤
ケ
谷 

 
 

柳
川 

 

美
津
江 

様
） 

・
子
ら
の
吹
く
届
け
ダ
ム
湖
へ
ひ
よ
ん
の
笛 

 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

☆
永
ら
へ
て
良
き
事
数
ふ
春
の
虹 

 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
梅
林
に
群
れ
集
う
子
の
笑
顔
か
な 

 
 
 
 
 

（
厚
木
市
森
の
里 

 
 

吉
田 

恭
治 
様
） 

・
芽
ぶ
く
森
霞
む
タ
ワ
ー
に
目
を
こ
ら
し 

 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
春
を
待
つ
背
に
ラ
ン
ド
セ
ル
一
年
生 

 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
ま
ち
づ
く
り
先
の
見
え
な
い
花
見
酒 

 
 
 
 

（
横
浜
市
旭
区 

 
 
 

宮
崎 

和
子 

様
） 

・
愛
川
の
清
流
の
も
と
鮎
育
つ 

 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
捨
て
る
も
の
に
囲
ま
れ
な
お
も
冬
ご
も
り 

 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
父
似
な
る
姉
の
運
筆
文
化
の
日 

 
 
 
 
 
 

（
厚
木
市
山
際 

 
 
 

森
田 

陽
子 

様
） 

・
青
空
へ
切
り
込
ん
で
を
り
枯
銀
杏 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

☆
探
梅
や
絹
の
道
て
ふ
石
畳 

 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
あ
と
何
回
見
れ
る
だ
ろ
う
か
里
桜 

 
 
 
 
 

（
愛
川
町
角
田 

 
 
 

鈴
木 

蓮 

様 

） 

・
愛
川
町
エ
ス
カ
レ
ー
タ
ー
一
つ
も
な
い 

 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
名
月
を
捉
え
て
一
句
捻
り
け
り 

 
 
 
 
 
 

（
愛
川
町
田
代 

 
 
 

中
村 

保
久 

様
） 



・
渡
り
鳥
見
え
ぬ
河
畔
に
独
り
佇
む 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
リ
ュ
ッ
ク
背
負
い
駆
け
抜
け
る
朝
の
若
桜 

 
 

（
愛
川
町
春
日
台 

 
 

鈴
木 

健
吾 

様
） 

・
禁
煙
も
八
菅
の
山
に
も
十
八
年 

 
 
 
 
 
 

（
愛
川
町
中
津 

 
 
 

酒
井 

政
志 

様
） 

・
山
を
登
っ
て
十
八
年
、
大
け
や
き
は
三
百
年
、
何
を
か
思
わ
ん 

 
 
 

（ 
 

同 

右 
 

） 

・
元
年
良
く
登
っ
て
も
、
と
ぼ
と
ぼ
登
っ
て
も
山
は
山
、
元
気
を
く
れ
る 

（ 
 

同 

右 
 

） 

・
ビ
ロ
ー
ド
の
木
の
葉
ゆ
ら
し
て
山
笑
ふ 

 
 
 

（
海
老
名
市
国
分
北 

 

加
藤
岡 

完 

様
） 

・
山
里
の
つ
つ
じ
を
め
で
て
さ
ん
さ
く
す 

 
 
 

（
愛
川
町
田
代 

 
 
 

内
山 

三
千
子
様
） 

☆
若
竹
の
し
な
う
音
き
く
八
菅
山 

 
 
 
 
 
 

（
愛
川
町
半
原 

 
 
 

大
塚 

ト
シ
子
様
） 

〈

夏
期

〉（
投
句
期
間 

令
和
四
年
五
月
～ 
令
和
四
年
七
月

） 

※
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
、
確
認
が
遅
く
な
り
、
九
月
十
一
日
現
在
の
投
句
確
認 

【 

小
学
生
の
部 

】 

※
学
年
等
は
未
記
載 

 
 

◇
し
し
ま
い
に
頭
か
ま
れ
て
元
気
で
す 

 
 
 
 

・
サ
ト
ウ
ガ
イ
ふ
つ
う
で
は
な
い
お
も
し
ろ
い 

 

・
せ
ん
と
う
き
平
和
な
世
界
ね
が
っ
て
る 

 
 
 
 
 
 

（
※
以
上
３
句
は
、
同
一
の
方
の
作
） 

 

・
愛
川
の
緑
い
っ
ぱ
い
鳥
の
森 

 
 
 
 
 
 
 

・
た
く
さ
ん
の
陽
に
恵
ま
れ
て
ゆ
た
か
か
な 

 

・
愛
川
は
ふ
し
ぎ
多
く
て
き
ら
い
な
し 

 
 
 
 

・
び
っ
く
り
だ
猿
が
出
て
き
て
大
あ
わ
て 

 

・
愛
川
や
あ
あ
愛
川
や
愛
川
や 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
※
以
上
３
句
は
、
同
一
の
方
の
作
） 

 

・
水
の
音
ダ
ム
の
お
か
げ
で
流
れ
て
る 

 
 
 
 

◇
水
遊
び
カ
ニ
を
つ
か
ま
え
楽
し
い
な 

 

・
せ
み
の
声
ミ
ン
ミ
ン
鳴
く
よ
夏
が
き
た 

 
 
 

・ 

【 

中
学
生
の
部 

】 

※
投
句
無
し 

【 

一
般
の
部 

】 

・
立
春
や
曾
孫

ま

ご

お
す
わ
り
と
は
い
は
い
と 

 
 
 

 

（
愛
川
町
中
津 

 
 

森
田 

京
子 

様
） 

・
カ
タ
コ
ト
で
バ
イ
バ
イ
し
て
る
花
が
す
み 

 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
ヨ
チ
ヨ
チ
も
待
た
ず
む
か
え
し
入
園
日 

 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

（
※
右
の
３
句
は
、
春
期
の
作
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
五
月
初
旬
の
投
句
の
た
め
、
こ
こ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
） 

・
青
空
や
雲
雀
羽
ば
た
く
跡
も
な
し 

 
 
 
 
 
 

（
東
京
都
西
東
京
市 

 

梁 
 

志
傑 

様
） 

・
そ
よ
風
や
共
に
舞
い
込
む
落
ち
葉
か
な 

 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
聞
こ
え
た
か
空
破
れ
ぬ
べ
し
蟬
の
声 

 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

同 
 

左 
 
 
 
 
 
 

） 
 
 



（
※
右
の
３
句
は
、
五
月
初
旬
の
投
句
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
） 

 
 
 

・
汗
光
る
じ
ゃ
ぶ
じ
ゃ
ぶ
池
と
子
の
笑
顔 

 
 
 

 

（
海
老
名
市
東
柏
ケ
谷 

佐
藤 

智
加 

様
） 

 
 
 

・
春
が
来
た
冒
険
の
森
に
突
入
だ 

 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 

・
気
が
つ
け
ば
初
夏
の
風
ふ
く
ほ
た
る
坂 

 
 
 

 

（ 
 
 

無
記
入 

 
 

高
杉 

岳
虎 

様
） 

・
二
年
ぶ
り
会
話
は
じ
け
る
紫
陽
花
路 

 
 

  
 

（
愛
川
町
中
津 

 
 
 

内
野 

ち
え
み 

様
） 

 
 
 

・
ど
う
し
た
の
問
う
捩
花
に
心
晴
れ 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 

・
ぼ
う
た
ん
の
中
や
た
ゆ
た
ふ
雨
雫 

 
 
 

  
 

（
厚
木
市
山
際 

 
 
 

森
田 

陽
子 

 

様
） 

 
 
 

・
あ
ぢ
さ
ゐ
や
箱
根
の
町
の
ざ
ん
ざ
降
り 

 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 

☆
校
庭
の
蛇
口
逆
立
て
日
焼
け
の
手 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

 
 
 

・
雨
あ
が
り
ぬ
れ
落
葉
桜
も
ち
の
香
り 

 
 
 
 

 

（
愛
川
町
半
原 

 
 
 

清
水 

真
智
子 

様
） 

 
 
 

☆
水
し
ぶ
き
蝉
と
子
供
が
に
ぎ
や
か
だ 

  
 
 
 

 
（
鎌
倉
市 

 
 
 
 
 

佐
藤 

愛 
 
 

様
） 

・
ダ
ム
に
来
た
観
光
放
流
せ
み
の
声 

 
 
 
 
 

 

（
鎌
倉
市 

 
 
 
 
 

佐
藤 

諒
一 

 

様
） 

・
気
持
ち
良
き
汗
を
乾
か
す
夏
風
よ 

 
 
 
 
 

 

（
南
足
柄
市 

 
 
 
 

花
崎 

洋 
 
 

様
） 

・
水
遊
び
泣
き
顔
ま
じ
り
の
思
い
出
に 

 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

〈

秋
期

〉（
投
句
期
間 

令
和
四
年
八
月
～ 

同
年
十
月

） 

※
こ
の
期
間
に
投
句
さ
れ
た
句
を
記
載 

【 

小
学
生
の
部 

】 

※
学
年
等
は
未
記
載 

・
夏
の
か
ぜ
ひ
と
び
と
守
る
お
母
さ
ん 

 

（
※
上
の
１
句
は
、
八
月
上
旬
の
投
句
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
） 

・
愛
川
の
自
然
の
大
地
に
ば
あ
ば
住
む 

 
 
 
 

・
カ
ワ
セ
ミ
と
愛
川
町
は
大
好
き
だ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
※
右
の
２
句
は
、
同
一
の
方
の
作
） 

・
愛
川
の
豊
か
な
自
然
大
好
き
だ 

 
 
 
 
 
 

・
あ
つ
い
け
ど
黄
色
い
葉
っ
ぱ
と
お
べ
ん
と
う 

・
あ
い
か
わ
町
ク
リ
が
い
っ
ぱ
い
み
の
り
の
秋 

 

・
お
さ
な
ど
り
愛
川
町
を
と
び
回
る 

・
あ
い
か
わ
町
さ
む
く
て
ひ
ん
や
り
き
も
ち
い
な 

 

（
※
以
上
３
句
は
、
同
一
の
方
の
作
） 

【 

中
学
生
の
部 

】 

※
学
年
等
は
未
記
載 

※
投
句
は
無
し 

【 

一
般
の
部 

】 
 

・
草
の
穂
を
ビ
ン
に
挿
し
て
月
見
す
る 

 
 
 
 

 

（
愛
川
町
半
原 

 
 
 

榎
本 

ハ
ル
子 

様
） 

・
秋
の
空
合
間
み
て
は
と
庭
い
じ
り 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
夏
終
わ
り
食
用
草
を
刈
り
込
む
手 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

・
寅
年
で
強
が
り
言
っ
て
無
理
を
す
る 

 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 



・
暑
さ
去
り
木
の
葉
も
色
が
変
わ
り
け
り 

 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
蝌
蚪

か

と

群
れ
て
池
の
膨
ら
む
無
人
店 

 
 
 
 
 

 

（
愛
川
町
半
原 

 
 
 

冨
永 

規
子 

 
 

様
） 

・
ゴ
ミ
漁あ

さ

る
若
き
男ひ

と

あ
り
鵙も

ず

の
声 

 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
桐
生
え
て
狭
庭
賑
や
か
昨
日
今
日 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

 

同 
 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
折
り
返
す
バ
ス
待
機
中
鵙
猛
る 

 
 
 
 
 
 

 

（
厚
木
市
山
際 

 
 
 

森
田 

陽
子 

 

様
） 

☆
虫
に
寝
て
瀬
音
に
目
覚
む
峡か

い

の
宿 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
括
り
て
も
な
ほ
傾
げ
た
る
黄
菊
か
な 

 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
秋
の
虫
と
な
り
で
お
ど
ろ
く
母
の
顔 

 
 
 
 

 

（
横
浜
市
戸
塚
区 

 
 

吉
田 

唯 
 
 

様
） 

 
 
 
 
 
 

 

・
豊
の
秋
百
歳
目
指
す
声
の
張
り 

 
 
 
 
 
 

 
（
厚
木
市
下
荻
野 

 
 

内
田 

衣
江 

 

様
） 

・
夢
に
酔
ふ
地
酒
蓬
莱
温
め
酒 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

☆
嫁
ぎ
来
て
変
は
ら
ぬ
古
木
柿
紅
葉 

 
  

 
 
 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

･

ひ
と
群
が
笑
い
は
じ
ま
る
曼
珠
沙
華 

 
 
 
 
 

（
愛
川
町
角
田 

 
 
 

大
友 

香
景 
 

様
） 

・
土
を
跳
ね
喜
雨
の
つ
ぶ
て
の
土
ぼ
こ
り 

 
 
 

 

（ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
八
菅
路
や
駆
け
ゆ
く
二
人
柿
時
雨 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

（
※
右
の
三
句
は
、
ま
と
め
て
投
句
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
） 

 
 
 

・
天
狼
の
光
雫
と
中
津
川 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

（
愛
川
町
半
原 

 
 
 

 

清
水 

森
童 

 
様
） 

 
 
 

・
蓑
虫
や
眼
玉
ぎ
ょ
ろ
り
と
狙
撃
兵 

 
 
 
 

 
 
 
 

（ 
 
 
 

 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

 
 

） 

 
 
 
 
 
 

・
七
色
を
刹
那
に
重
ね
し
ゃ
ぼ
ん
玉 

 
 
 
 

 
 

（ 
 
 
 

 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

（
※
右
の
三
句
は
、
ま
と
め
て
投
句
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
） 

 
 
 
 
 
 

・
早
乙
女
の
消
え
て
久
し
く
水
の
郷 
 
 
 
 
 
 

 

（
愛
川
町
角
田 

 
 
 

諏
訪
部 

梢
葉 

様
） 

 
 
 

・
人
は
み
な
独
去
独
来
花
の
雲 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

） 

・
十
薬
や
遠
き
戦
火
を
聞
く
日
々
に 

  
 
 
 

  
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

（
※
右
の
三
句
は
、
ま
と
め
て
投
句
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
） 

 
 
 

 

・
天
高
し
「
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
」
咲
く
笑
顔 

 
 
 
 

 

（
愛
川
町
半
原 

 
 
 

武
川 

多
恵 

 
 

様
） 

 
 
 

 

・
柿
一
つ
ス
マ
ホ
画
面
に
残
し
け
り 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 
 ･

 

 
 
 
 
 
 
 

・
坂
登
る
金
木
犀
の
香
に
押
さ
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

 

右 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

） 

（
※
右
の
三
句
は
、
ま
と
め
て
投
句
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
に
記
載
し
て
い
ま
す
。
） 



〈

冬
期

〉（
投
句
期
間 

令
和
四
年
十
一
月
～ 

令
和
五
年
一
月

） 

【 
小
学
生
の
部 

】 
 

･
愛
川
の
豊
か
な
風
景
満
き
つ
し 

【 

中
学
生
の
部 

】 

投
句
無
し 

【 

一
般
の
部 

】 
 

・
冬
木
立
万
枝
と
い
へ
ど
重
な
ら
ず 

  
 
 
 

  
 

（
厚
木
市
鳶
尾 

 
 

矢
下 

育
子 

 

様 

） 

・
枯
れ
菊
に
枯
れ
菊
の
香
の
立
ち
に
け
り 

 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
綿
虫
を
連
れ
て
垣
根
を
曲
が
り
け
り  

 
 
 

  
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
生
家
消
ゆ
母
の
味
す
る
酒
饅
頭 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
百
歳
に
百
歳
の
欲
桜
舞
ふ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
緑
濃
き
大
樹
に
明
日
を
託
し
け
り 

 
 
 
 
 
 

 
（ 

 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
ほ
う
た
る
の
一
筆
書
き
を
読
む
夜
か
な 

 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
な
で
牛
の
瞳
つ
ぶ
ら
に
秋
深
む 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
白
萩
の
う
ね
り
に
道
を
ゆ
ず
り
け
り 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
秋
蝶
の
息
す
る
や
う
に
羽
立
て
り 

 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
寝
こ
ろ
ん
で
小
春
の
空
を
ひ
と
り
占
む 

 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

（
※
以
上
の
十
二
句
は
、
冬
～
春
の
順
に
詠
ま
れ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
十
一
月
末
に
、 

ま
と
め
て
投
句
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
こ
に
ま
と
め
て
記
載
し
て
い
ま
す
。
） 

・
静
け
さ
の
古
戦
の
里
や
草
の
花 

 
  

 
 
 

  
 

（
東
京
都
町
田
市 

 

矢
野 

安
美 

 

様 

） 

・
つ
は
も
の
の
眠
る
峠
や
色
な
き
風 

 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
万
緑
を
分
か
つ
轟
ダ
ム
放
水 

 
  

 
 
 

  
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
ダ
ム
湖
へ
と
姫
お
は
す
か
に
桜
東
風 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
ひ
た
す
ら
な
ダ
ム
の
放
流
虹
架
け
て 

 
 
 
 
 

 

（
東
京
都
町
田
市 

 

瀬
戸 

紀
恵 

 

様 

） 

・
冒
険
の
森
の
日
だ
ま
り
小
鳥
来
る 

 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
合
戦
碑
な
ぞ
れ
ば
ふ
ゆ
る
赤
蜻
蛉 

 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
活
気
満
つ
工
場
群
や
天
高
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
東
京
都
町
田
市 

 

小
川 

夏
葉 

 

様 

） 

・
八
十
億
の
人
住
む
地
球
月
を
食は

む 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 



・
湧
き
水
の
光
る
小
径
や
渓
紅
葉 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
か
が
や
か
に
遠
き
日
は
あ
り
銀
杏
散
る 

 
 
 
 

 

（
東
京
都
町
田
市 

 

大
沼 

ま
り
子 

様 

） 

・
露
草
や
明
け
の
光
の
露
飾
る 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 
・
薫
風
の
届
け
よ
戦
止
ま
ぬ
地
へ 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
一
打
よ
り
広
ご
る
紅
葉
ゴ
ル
フ
場 

 
 
 
 
 
 

 

（
東
京
都
町
田
市 

 

福
原 

紅 
 
 

様 

） 

・
山
眠
る
懐
深
く
湖
を
抱
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
ゴ
ル
フ
場
は
も
と
古
戦
場
鬼
や
ん
ま 

 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
跡
継
の
次
男
の
ち
や
か
す
次
郎
柿 

 
 
 
 
 
 

 

（
東
京
都
町
田
市 

 

尼
崎 

沙
羅 

 

様 

） 

・
兵
の
夢
の
後
さ
き
赤
と
ん
ぼ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
稲
架
襖
開
き
丹
沢
目
の
辺
り 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
四
千
年
一
度
の
光
景
皆
既
月
食 

 
 
 
 
 
 
 

 
（
愛
川
町
半
原 

 
 
 

広
井 

瑞
枝 

様 

） 

・
皆
既
月
食
聖
な
る
神
秘
赤
銅
色 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
落
月
の
峰
に
輝
ふ
満
月
光 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
ホ
ウ
ノ
キ
の
う
ち
わ
を
持
ち
て
散
歩
か
な 

 
 
 

 

（
厚
木
市
愛
甲 

 
 
 

清
水 

晃
子 

様 

） 

･

宮
が
瀬
に
落
葉
重
ね
て
秋
深
し 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
藤
沢
市
亀
井
野 

 
 
竹
花 

敏
夫 

様 

） 

･

宮
が
瀬
の
水
面
に
映
え
る
落
葉
か
な 

 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
愛
川
の
歴
史
を
刻
む
資
料
館 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
コ
ロ
ナ
あ
け
秋
の
深
ま
り
活
気
わ
く 

 
 
 
 
 

 

（
相
模
原
市
緑
区 

 
 

坂
井 

勇
人 

様 
） 

･

十
年
後
リ
ニ
ア
の
街
で
百
万
人 

 
 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
紅
葉
が
り
特
異
日
ね
ら
い
雨
が
ふ
る 

 
 
 
 
 

 

（
無
記
入 

 
 
 
 
 

山
田 

太
郎 

様 

） 

･

晩
酌
を
少
し
増
や
し
た
神
の
留
守 

 
 
 
 
 
 
 

（
足
柄
上
郡
中
井
街 

 

尾
﨑 

竹
詩 

様 

） 

・
気
を
つ
け
ろ
発
火
し
そ
う
な
烏
瓜 

 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
大
山
の
二
辺
が
す
で
に
冬
構
え 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
庭
巡
り
名
も
な
き
花
の
枯
れ
姿 

 
 
 
 
 
 
 

 

（
愛
川
町
半
原 

 
 
 

森 

修
子 

様 
 

） 

・
山
十
邸
今
年
限
り
か
菊
花
展 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
愛
川
町
中
津 

 
 
 

今
井 

千
鶴
子 

様
） 

・
名
に
し
負お

う
中
津

な

か

つ

往
還

お
う
か
ん

菊
日
和 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 
 

 

） 

・
老
木
に
梅
の
一
輪
鳥
さ
わ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 

  

（
厚
木
市
森
の
里 

 
 
 

永
嶋 

信
一 

様 

） 

・
朝
早
く
梅
が
咲
い
た
よ
散
歩
道 

 
 
 
 
 
 
 

 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 

 
 
  

） 



・
か
ら
っ
風
彫
り
の
や
く
動
目
に
刻
む 

 
 
 
 
 
 
 

（ 
 
 
 

同 
 

右 
 
 
 
 
 
 

） 

・
白
梅
や
夜
を
ひ
き
さ
く
ひ
と
と
こ
ろ 

 
 
 
 
 
 
 

（
厚
木
市
森
の
里 

 

井
上 

綾
花 

様
） 

・
梅
咲
く
や
空
の
青
さ
を
深
め
ゆ
く 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
厚
木
市
森
の
里 

 

竹
下 

エ
ミ
子
様
） 

 
※ 

以
上
の
掲
載
句
を
も
ち
ま
し
て
、
「
（
第
六
回
）
ま
ち
づ
く
り
愛
川
・
俳
句
大
会
」
へ
の
投
句
募
集
を

終
了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
投
句
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
並
び
に
大
会
運
営
に
ご
理
解
・
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
深
く
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。 

な
お
、
終
息
し
な
い
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況
を
熟
慮
し
、
令
和
五
年
三
月
上
旬
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
表

彰
式
は
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
表
彰
状
等
の
発
送
を
も
っ
て
替
え
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
次

に
よ
り
、
本
Ｈ
Ｐ
内
で
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
併
せ
て
ご
理
解
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

ま
た
、
「
（
第
七
回
）
俳
句
大
会
」
の
実
施
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
現
状
等
を
考
慮
し
、
休
止
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
皆
様
に
と
っ
て
も
、
再
び
安
心
し
て
ご
投
句
い
た
だ
け
る
安
寧
の
日
々
の
到
来

を
祈
願
し
ま
す
。 

 

「
（

第
六
回

）
ま
ち
づ
く
り
愛
川
・
俳
句
大
会

」
入
賞
句
の
紹
介 

 
 

 
 
 

[ 

一
般
の
部 

]   
 

 
 

 
 

 
 

（

当
季
雑
詠

） 
 

 
 
 

◇
最
優
秀
賞
（

愛
川
町
長
賞

） 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 
 
 
 
 

・
背
負
子
か
ら
小
さ
き
足
出
る
花
野
か
な 

 
 
 

 

（
厚
木
市
鳶
尾 

 
 

矢
下 

育
子 

 
様
） 

 
 
 
 
 

同 
 

（

愛
川
町
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

） 

 
 
 
 
 
 

・
虫
に
寝
て
瀬
音
に
目
覚
む
峡か

い

の
宿 
 
 
 
 
 

 

（
厚
木
市
山
際 

 
 

森
田 

陽
子 

 

様
） 

 
 
 

 

◇
優
秀
賞
（

俳
句
大
会
実
行
委
員
長
賞

） 
 

  

 
 
 
 
 
 

・
嫁
ぎ
来
て
変
は
ら
ぬ
古
木
柿
紅
葉 

 
 
 
 
 

 

（
厚
木
市
下
荻
野 

 

内
田 

衣
江 

 

様
） 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

同 
 

（

ホ
ッ
と
ベ
ン
チ
賞

） 
(

※
順
不
動)  

 
 
 
 
 
 

・
若
竹
の
し
な
う
音
聞
く
八
菅
山 

 
 
 
 
 
 
 

(

愛
川
町
半
原 

 
 

大
塚 

ト
シ
子 

様) 

 
 
 
 
 
 

・
早
乙
女
の
消
え
て
久
し
く
水
の
郷 

 
 
 
 
 
 

(

愛
川
町
角
田 

 
 

諏
訪
部 

梢
葉 

様) 

 
 
 
 
 
 

・
万
緑
を
分
か
つ
轟
ダ
ム
放
流 

 
 
 
 
 
 
 
 

(

東
京
都
町
田
市 

 

矢
野 

安
美 

 

様) 

 
 
 
 
 
 

・
土
を
跳
ね
喜
雨
の
つ
ぶ
て
の
土
ぼ
こ
り 

 
 
 

 
 
(

愛
川
町
角
田 

 
 

大
友 

香
景 

 

様) 



 
 
 
 
 
 

・
兵
の
夢
の
後
さ
き
赤
と
ん
ぼ 

 
 
 
 
 
 
 
 

(

東
京
都
町
田
市 

 

尼
崎 

沙
羅 

 

様) 

◇
奨
励
賞
（

選
句
委
員
特
別
賞

） 
 
(

※
順
不
同) 

 
 
 
 
 
 

・
坂
登
る
金
木
犀
の
香
に
押
さ
れ 

 
 
 
 
 
 

 

（
愛
川
町
半
原 

 
 

武
川 

多
恵 

 

様
） 

 
 
 
 
 
 

・
冒
険
の
森
の
日
だ
ま
り
小
鳥
来
る 

 
 
 
 
 

 

（
東
京
都
町
田
市 

 

瀬
戸 

紀
恵 

 

様
） 

 
 
 
 
 
 

・
山
眠
る
懐
深
く
湖う

み

を
抱
き 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
東
京
都
町
田
市 

 

福
原 

紅 
 
 

様
） 

 
 
 
 
 
 

・
か
が
や
か
に
遠
き
日
は
あ
り
銀
杏
散
る 

 
 
 

 

（
東
京
都
町
田
市 

 

大
沼 

 

ま
り
子 

 

様
） 

 
 
 
 
 
 

・
秋
の
雲
ふ
は
り
乗
れ
さ
う
子
の
町
へ 

 
 
 
 

 

（
清
川
村
煤
ケ
谷 

 

柳
川 

美
津
江 

様
） 

 
 
 
 
 
 

・
畑
染
め
る
踊
子
草
が
踊
り
出
す 

 
 
 
 
 
 

 

（
厚
木
市
下
川
入 

 

飯
田 

茂 
 
 

様
） 

 
 
 
 
 
 

・
八
十
億
の
人
住
む
地
球
月
を
食は

む 
 
 
 
 
 

 

（
東
京
都
町
田
市 

 

小
川 

夏
葉 

 

様
） 

 
 
 
 
 
 

・
春
が
来
た
冒
険
の
森
に
突
入
だ 

 
 
 
 
 
 

 
（
海
老
名
市
東
柏
ケ
谷 

佐
藤 

智
加 

様
） 

 
 
 
 
 
 

・
老
木
に
梅
の
一
輪
鳥
さ
わ
ぐ 

 
 
 
 
 
 
 

 

（
厚
木
市
森
の
里 

 

永
嶋 

信
一 
 

様
） 

 
 
 
 
 
 

・
白
梅
や
夜
を
ひ
き
さ
く
ひ
と
と
こ
ろ 

 
 
 
 

 

（
厚
木
市
森
の
里 

 

井
上 

綾
花 

 

様
） 

 
 
 
 
 
 

・
梅
咲
く
や
空
の
青
さ
を
深
め
ゆ
く 

 
 
 
 
 

 

（
厚
木
市
森
の
里 

 

竹
下 

エ
ミ
子 

様
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
以
上
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
第
六
回
「
ま
ち
づ
く
り
愛
川
・
俳
句
大
会
」
実
行
委
員
会
・
選
句
委
員
会
） 


